

































反強磁性相の共存, ∬ =0.3ではランダム磁場効果等である｡ これらは,いずれも静的な側面
を捉えた実験であり,最近ではこのようなランダム系においては,ダイナミカルな性質の解明
が重要であると考えられている｡本論文は:,Mg2+の濃度 を変えていったときのスピンダイナ
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